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公益社団法人大阪府鍼灸師会　会長　得本　誠
法人管理委員会

　例年 1月 4日に開催している「新年互礼会」ですが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点より、
令和 3年の開催は中止いたします。
　会員交流の場を開催出来ないことは断腸の思いではありますが、諸処の事情をご拝察のほどよろしく
お願い申し上げます。

（公的）審査委員だよRe：　No. ５
　民生労災委員長　森下輝弘

受領委任を取扱う施術管理者の要件について
　令和３年１月 1 日から新たに受領委任を取扱う施術管理者になるための要件に
☆１年間の実務経験
☆１６時間、２日間以上の講義による研修
が追加されます。

その令和３年１月実施予定の研修について、国から委託を受けた（公財）東洋療法研修試験財団にて
募集が始まっています。
http://www.ahaki.or.jp/operation/op_index.html

　まだ、登録のお済で無い会員におかれましては、届出だけで済む令和２年１２月中までに厚生局に
届け出をしておくことをお勧め致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「毎月 5 日過ぎに行っている生活保護医療扶助の審査会に合わせて、相談会を実施しております。行
事予定に記載の時間に合わせ、大鍼会事務局までお電話、もしくはご来所ください。」

 　　

「PayPay( ペイペイ )」導入支援のご案内
　平素より、本会業務にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、世界的なキャッシュレス化（日本のキャッシュレス決済比率はわずかに 18.4％、韓国が
89.1％、中国が 60％、アメリカが 45.0％：2015 年）の波を受けて、日本政府は 2025 年に 40％、
将来的には 80％まで引き上げようとしています。
　また、本年 10 月より大阪府下の自治体単位で PayPay 独自のポイントバックキャンペーンが開始
されるとのことです。（例：１ヵ月間・２０％ポイント還元・1 回の上限千円。1 ヵ月の上限 1 万円等）
　それらの動向を見据え、PayPay（株）からご提案のキャッシュレスシステムご紹介について、ご案
内をさせていただきます。
　お申し込みは、同封のチラシを用いて、事務局宛、FAX してください。
　ご興味・ご質問等がございましたら、下記宛お問い合わせください。
　よろしくお願いもうしあげます。　　　　　　　　　　

お問い合わせは、　堀口まで
　Ｅメール：gaia7889@gmail.com
　（メールの件名は「ペイペイの件」でお願いもうしあげます。）
　携帯：090-8377-6343

 　　

貸し出しパネル刷新のお知らせ
　研修・学術委員会、普及啓発委員会からのお知らせです。
　地域での健康展、小児はりの体験会等に使用していた『小児パネル』ですが長年の使用で、
かなり傷んでおりましたので内容も一新 !!　デザイン校正を廣橋久美子先生（中央地域）に
お願いし、新しく作り直しました。
　何度も修正リクエストにお応えくださった廣橋先生、ありがとうございました。
　コロナ感染予防対策の為、様々な地域活動の自粛が続いておりますが、活動再開の折りには、
是非ご活用下さい。

研修・学術委員会委員長　荒木善行
普及啓発委員会委員長　三宅なつえ

全日本鍼灸学会近畿支部集会参加協力のお願い
　研修委員長　荒木　善行

　平素より、研修事業にご理解とご協力を賜り、衷心より感謝申し上げます。
本会研修事業も 8月より段階的に再開しておりますが、多数の学会や研修会が中止となっており、鍼灸
師の学ぶ機会が減っております。
　そこで、本会と全日本鍼灸学会近畿支部が学術協力することにより、本会会員も含めて幅広く参加機
会を設けることとなりました。また本会会員につきましてはWEB（ZOOM）参加に限り、全日本鍼灸
学会会員と同価格での参加費となります。本会では会員の中に、インターネット環境等でWEB参加が
不可能な方を対象に、会館にて聴講できるよう準備を進めてまいります。
　会員の先生方におかれましては、万障繰り合わせの上、ご参加頂ければ幸甚です。
　申込み方法等の詳細につきましては、次号フレッシュにてお知らせ致します。
	

記

令和２年度（公社）全日本鍼灸学会近畿支部集会
日　　時：令和２年 11月 23日（月・祝）10：00～ 15：00を予定
会　　場：明治東洋医学院専門学校
参加方法：①会場参加（先着 60名　全日本鍼灸学会会員優先）
　　　　　②WEB参加（先着 100名）　
　　　　　③会館でのリモート参加（先着 20名程度を予定）
　　　　　※大阪府鍼灸師会会員（全日本鍼灸学会会員を除く）は②③が対象
参 加 費：2,000 円（予定）
プログラム：特別演題　1題、一般口演　約 10題

以上

年会費引き落としについて
　法人管理委員会　久保俊仁

　いつも会務にご協力くださいましてありがとうございます。
１０月５日は、令和２年度１０月．１１月会費の郵便自動引き落とし日となっています。

口座資金についてご準備下さいますようよろしくお願いいたします。
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公益社団法人　大阪府鍼灸師会
令和２年度　臨時理事会　議事メモ

（出欠確認）
理　事　　　　 15 名　
　出席数　　 　15 名
監　事 　　　　  2 名
　出席数　　　   2 名

１．日　　　　時　　令和２年 7月２６日（日）　１0時 00分～ 16時 00分
２．場　　　　所　　大阪府鍼灸師会館４階
３．司　　　　会　　理　事　久保俊仁
４．議　　　　長　　会　長　得本　誠
５．議事録作成人　　理　事　永澤至子
出席理事：得本誠　南治成　堀口正剛　富永礼子　久保俊仁　北川肇
　　　　　荒木善行　森下輝弘　三宅なつえ　柴山忠宏　喜多伸治
　　　　　清藤直人　永澤至子　丹波徹二　吉村春生（順不同）
出席監事：浜田暁　浅井和俊
欠　　席： なし

（次第）
Ⅰ．開会の辞	 副会長　　南　治成
Ⅱ．挨　　拶	 会　長　　得本　誠
Ⅲ．議　　案　　

第 1号議案　　会員動態（得本）
　　資料 P. ３　参照
　　・登録事項変更　全会一致で承認

第 2号議案　　総会議事録修正の件（久保）
　・役員選挙の件　全会一致→賛成多数に変更
　・竹藤会員の発言について追記修正
　・修正版を大阪府へ届け出

第 3号議案　　公益社団法人に対する持続化給付金について（北川）
　・杉本公認会計士による説明　本会も給付対象になるため手続きを進める
　　杉本顧問に持続化給付金申請依頼をすることについて全会一致で承認

第 4号議案　　業務改革プレゼンテーション（柴山）
　・堀口副会長より　「東洋医学に基づく養生指導」
　　　体質による予防策　
　　　日鍼会で作成した『ツボセルフケアハンドブック』を被災地で配布し勧奨
　　　『 未 病 ス コ ア 』：体質分類できるアプリの利用
　　　『未病アドバイザー』：一般人、周りの方に養生指導を教える
　　　『未病マスター』：鍼灸師で食養や体操に精通、未病アドバイザーの指導
　　　認定資格の設定
　　　
　・北川理事より　「将来業界のいく方向プラン」
　　　今は会員を増やすことより会員を減らさない方向で
　　　地域の高齢者を施術所で一時預かり
　　　デイサービスのように公的に送迎ができるような権利を獲得
　・荒木理事より　「会員拡充への提言」
　　　業団に入会するメリットは？業団と学術団体の違い
　　　鍼灸師会の組織率　約 5％
　　　養成学校教員の準会員加入　府内養成学校全生徒の準会員加入
　　　学術講習会のコンテンツ化　WEB受講　課金制にする
　・丹波理事より　「大鍼会会員拡充に向けて」
　　　鍼灸養成学校時代の同級生 30名を対象にしたアンケート結果について
　　　公益団体に所属する事のメリットを前面に
　　　現会員が退会しないように対応　パソコン等を使えない人にも情報提供をする
　・吉村理事より　「大阪府鍼灸師会活性化計画」
　　　自己管理と地域密着サービスの需要増加　
　　　地域で何ができるのか？　地域に合った活動

前半プレゼンテーション終了後の意見交換

　柴山理事より　大阪の鍼灸師・学生に対してどのような事をすれば
　　　　　　　　大阪府鍼灸師会に目を向けてもらえるかを検討
　得本会長より　学術でのリモート・課金制度で本会収入アップ、会員増加に繋げる　
　　　　　　　　スポーツ鍼灸は学生参加も多い、うまく繋げて
　　　　　　　　このような機会を増やしてみては、どうか
　荒木理事より　それぞれの意見等をかき集めて一つの物を作っていくのが目標　
　　　　　　　　予算的に思っていても出来ない事もある
　　　　　　　　WEB配信するなら値下げをして裾野を広げていく
　　　　　　　　ネット配信に対応できない会員にも目を向けていく事が大事
　　　　　　　　技術の継承　有名な先生の手技等を映像で残す
　柴山理事より　学術講習会について現状の参加人数で課金・料金値上げをするのか？
　　　　　　　　参加現状の底上げができる企画を打ち立てていくのか？議論が必要
　得本会長より　以前、専門領域の講習を行っていた　大阪独自で生涯研修をシリーズ
　　　　　　　　として実施してみては？
　浜田監事より　時代の流れとしてインターネットで何でも見れる環境になってきた
　　　　　　　　専門領域に特化していった方が良いのでは？
　　　　　　　　開業支援講座などを設ければ良いのでは？
　三宅理事より　学術講習会コンテンツ化の取り入れ　一連の流れをしっかり

後半プレゼンテーション
　・三宅理事より　「準会員リクルート計画」
　　　学生とのコミュニケーションの取り方によって準会員が増やせる
　　　マラソンボランティア参加学生は準会員入会を義務化
　　　準会員が知りたい情報　治療院の中、治療法などを動画配信をしてみては？
　　　要穴カルタ大会は学生が集まる最大のチャンス
　・森下理事より　「業団改革　事業見直しにおける提案」
　　　バーチャル空間団体に移行　いつでも何処でも何度でも聴講できる
　　　実技を伴わない講習はネット配信で行う　会場費の節約にもなる
　　　協同組合の設立　本会と協力できる団体　収益に反

映する講習会の開催等
　　　既存事業の見直しについて
　・久保理事より　「儲かってる鍼灸師から話を聞こう」
　　　　　　　　　「実技供覧でもっとお金を取ろう」
　　　準会員に夢を与える　『夢を見られる地に着いた話』をする機会をつくる
　　　WEB研修で実技供覧　参加費を高額に設定しプレミアム感を出す
　・清藤理事より　「青年委員会より事業改革プレゼン」
　　　準会員に入った方がお得な理由を伝える
　　　準会員から正会員になった時の特典プラン
　・喜多理事より　「会員獲得　鍼灸普及」
　　　WEBサイトの更新　Google ストリートビュー屋内版（会員詳細ページに足す）　
　　　どれも費用がかかる　
　　　フレッシュの費用対効果についての現状
　・南副会長より　「業団・業界の衰退」
　　　メリット＝信用信頼が得られて儲かる事
　　　業団が業界復興の先駆けとなる　ブランド化＝国民からの信頼と信用の確立
　　　＝サービスの品質保証　
　　　患者が会員を選択することで会員になるメリットの結果を出す　

終了後の意見交換

　南副会長より　システムのプラットホーム構築
　森下理事より　次世代順応化プロジェクトチームの発足（45歳以下・女性）
　浅井監事より　会員を増やす事が根底
　柴山理事より　来期に向けて会員を獲得のためにアピールできるようにする
　久保理事より　委員会の垣根を超えて総論　各々の方向が違う
　　　　　　　　新規会員を増やす方向・退会抑止の方向など
　柴山理事より　普及啓発で削れるマラソン大会などはないか？
　三宅理事より　それぞれに特色があり削ることはできない
　浅井監事より　公益なので地域からの要請があれば断れない
　得本会長より　組織に途中で入ることは難しいので規模を小さくしても繋がっていかないといけない　　　　　　　　
　久保理事より　何についてどう考えていくかを決めていかないといけない
　　　　　　　　今の会員向けに退会抑止のためにどうすれば良いのか？
　　　　　　　　新規会員獲得のため準会員を正会員に繋げるには
　　　　　　　　どうすれば良いか？

　　　　　　　　全体的な話は出たが今は何も決まらない　
　　　　　　　　何かに向けてどういう意見を持ってくるかを決めた方が良い
　得本会長より　自分たちが入会した時の経緯を考えたらある程度の答えが出る
　柴山理事より　このまま今まで通りにするのでは先細りになる
　　　　　　　　方向性を変えて取り組んでいかないといけない
　　　
第 5号議案　　その他の件
　丹波理事より　・佐藤ゆかり議員との話
　　　　　　　　・マスターズ　泉南の担当者との話し合い
　荒木理事より　全日学　講習は今年度まだ 1回も開催されていない　
　　　　　　　　支部の学術集会 1回　A講座 1回　B講座 1回　
　　　　　　　　11月 23日　オンライン開催　特別講演と一般講演
　　　　　　　　協賛で開催　詳細が決まれば報告

Ⅳ．閉会の辞	 副会長　　富永　礼子

　　　　　　　

会員動態
（敬称略）

宮崎理枝子 森ノ宮医療学園専門学校
石川　光星 東洋医療専門学校
徳田　りの 東洋医療専門学校
高田　聡志 東洋医療専門学校
小西　優碧 東洋医療専門学校
田坂　菜月 東洋医療専門学校
橋口　奈々 東洋医療専門学校
倉地　文哉 東洋医療専門学校
松本　美樹 東洋医療専門学校
荒木　颯士 東洋医療専門学校
長野ももね 東洋医療専門学校
塩見　　輝 東洋医療専門学校
中村　希恵 東洋医療専門学校
鍋島　政恵 東洋医療専門学校
折山　亮介 東洋医療専門学校
大淵　基丘 東洋医療専門学校
新谷　優樹 東洋医療専門学校
澤　　勇輝 東洋医療専門学校
岩中　心哉 東洋医療専門学校
村上　奈央 東洋医療専門学校
池田　百華 東洋医療専門学校
森田　航也 東洋医療専門学校
石坂美智子 免許取得 1年
寺崎まりあ 免許取得 1年
植田　尚吾 免許取得 1年

令和2年度9月会員数（令和2年 8月末日現在報告）
595名 ( うち正会員531名 )
新規入会　準会員（27名）

佐藤　啓二 自宅住所、施術所名・住所変更 八尾・柏原
野本　隆介 自宅住所・電話番号、施術所住所・電話番号変更 泉州

森本　篤史 河北地域 令和 2 年 7 月 31 日付 在籍　4 年
山本　繁樹 淀川地域 令和 2 年 7 月 30 日付 在籍 19 年
新井　道子 中央地域 令和 2 年 7 月 31 日付 在籍 35 年
石堂　公望 北摂地域 令和 2 年 7 月 31 日付 在籍 45 年

退職のため、一身上の都合、など。

登録事項変更（2名）

退会者（4名）

大阪府鍼灸師会ウェブサイトについて
　No. 1　会員ページへのログイン
大鍼会サイトには会員専用のページが有ることをご存じでしょうか。個人用 ID を登録し
てログインすることで施術所の掲載もできます。まずはログインしてみてください。

A．会員ページにとりあえず入る場合

1. トップページの「会員ログイン」をクリックして、以下を入力します。
　　初期 ID：daihari9
　　初期パスワード：0663514803
2. 上記入力後入ったページで、「※今は設定せず、会員専用ページをこのままご
覧になられる場合はここをクリックしてください。」の「ここをクリック」部分をクリッ
クすると会員専用ページに入れます。
※ 個人用の ID・パスワードを設定していない場合、また、設定したが忘れた場
合も入れます。

B．会員ログインページへ情報を登録する場合

1. 上記 A-1 にてログイン後「STEP1：貴院の検索」欄に会員登録の電話番号を入れます。
この欄の電話番号は「06-6351-4803」のように、ハイフンをつけて入力してください。
2.「STEP2：検索結果」として、院名と住所が表示されます。貴院で間違いない場合は「貴
院への連絡用のメールアドレス（ログイン ID になります）」と「パスワード（任意です）」
欄に入力し、「登録」ボタンをしてください。
※ 個人用 ID はメールアドレスをご登録いただいております。このメールアドレスは、会
員情報として大鍼会からの各種連絡に使用させていただきます。
※ 個人用 ID、パスワードを設定すると、鍼灸院検索案内ページに掲載する情報を掲載で
きます。また、有料会員施術所紹介ページの更新も可能になります。ただし、大鍼会によ
る承認後の反映になります。詳しくは次回解説いたします。
※ 過去にご自身で設定された ID やパスワードが不明である場合は、お問い合わせくださ
い。

〈情報化委員会委員長　喜多伸治〉
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